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属：98.4%除去）の効果と、植物プランクトン由来の栄養塩類であるTNと TPがそれぞれ 13%と 32%除去されたこ
と示された。（2）：隔離水界における越冬中の Microcystis属が回帰した池水中の懸濁物質を「直接浄化手法」に
より除去（浄化作業期間 3.5日で 34%除去）することにより、その結果、Microcystis属の増殖抑制の効果が得ら
れた（1年目：100%除去、2年目：54%除去）。また、植物プランクトン由来の栄養塩類である TNと TPがそれぞれ
22%と 57%除去されたことが示された。（3）：浚渫手法及び直接浄化手法に関しては、植物プランクトンの捕食者
である動物プランクトンに対しては増殖抑制の影響が少ないことが確認され、短期間の浄化処理により、生態系
を維持することで持続的な水質改善効果が得られる可能性が示唆された。（4）：本研究により開発した水質浄化技
術の評価手法を用いることで、浚渫手法及び直接浄化手法によるアオコ発生抑制のメカニズムが解明できた。 
 本研究により開発した「都市公園池におけるアオコ発生要因を踏まえた水質浄化技術の評価手法」を実証試験
に用いることで、水質浄化技術によるアオコ抑制効果のメカニズムが解明され、その浄化技術の信頼性を高めら
れることが示された。 
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